
第50回福井県老人クラブ大会

のばそう！   健康寿命、担おう！   地域づくりを

令和5年10月12日（木）

プラザ萬象

主 催 福井県老人クラブ連合会一 般
財団法人

敦 賀 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会共 催

福 井 県
敦 賀 市

後 援



【メインテーマ】

のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを

＜健康寿命＞

○�健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指します。

○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。

＜地域づくり＞

○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。

○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。
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第 50 回福井県老人クラブ大会開催要綱

1．メインテーマ
　　　のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを
2．趣　旨

　共に支え合う「地域共生社会」の実現を目指し、地域で仲間づくりの輪を広げながら、
健康づくりや介護予防活動、高齢者相互の支え合い活動や見守り活動に取り組んで 

いる老人クラブの存在意義はますます高まっています。

　私たちの活動に大きな制約を課したコロナ禍は、新しいステージ「ウィズコロナ」

へと移行し、コロナ禍で培った経験や知識をもとに、創意工夫を凝らしながら多様な

活動を加速させ、フレイル（虚弱）予防や幅広い生活支援等、主体的にその取り組み

を推進していくことが期待されています。

　本大会を契機として、老人クラブのより一層の活性化を図り、地域の様々な組織と

連携しながら、豊かな地域社会づくりに取り組み、明るい長寿社会の実現を目指します。

　本年は、世界とふれあう港まち 魅力あふれる交流都市、ここ敦賀市において開催 

いたします。

3．主　催　 (一財)福井県老人クラブ連合会

4．共　催　 敦賀市老人クラブ連合会

5．後　援　 福井県・敦賀市・福井県市長会・福井県町村会

社会福祉法人 福井県社会福祉協議会

公益財団法人 福井県健康管理協会

社会福祉法人 敦賀市社会福祉協議会

福井新聞社・ＦＢＣ・福井テレビ・(株)嶺南ケーブルネットワーク

6．期　日　 令和 5 年 10 月 12 日（木）

7．会　場　 プラザ萬象

住所：敦賀市東洋町 1-1　〒 914-0047

電話：（0770）22-9711

8．参加者　 約 650 名（被表彰者含む）

9．日　程
　　　  10：00　　　     10：45   11：00　　　    11：30　　　    11：50

受付

開　　会

式　　典

表　　彰

来賓祝辞

休憩
地元

アトラクション
大会宣言 閉会
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大　　会　　次　　第

第１部  （10：00～10：45）

歓 迎 の こ と ば 敦 賀 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長 森 田　 一 昭

国 歌 斉 唱

新福井県民歌斉唱

物故者への黙祷

あ い さ つ 福 井 県 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長 三 上　 利 明

表 　 彰 老人クラブ育成功労者知事表彰
代表　敦賀市 柴 田　 淑 彦

福井県老人クラブ連合会会長表彰
老人クラブ育成指導功労表彰

代表　福井市 葊 部　 重 紀

優良老人クラブ表彰
代表　坂井市　日の出さわやかクラブ

会員増強運動表彰
代表　永平寺町　東古市永寿クラブ

来 賓 祝 辞 福井県知事 杉 本　 達 治

福井県議会議長 西 本　 正 俊

敦賀市長 米 澤　 光 治

敦賀市議会議長 馬 渕　 清 和

【小     憩】
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第２部  （11：00～11：50）

　〇地元アトラクション

スコップ三味線

「よさこいイッチョライ」

「人生いろいろ」

「千恵っ子よされ」

「河内おとこ節」

「ダイヤモンドヘッド」

「じょんから女節スペシャルバージョン」

スコップ三味線グループ　すこっぷサウンズ

大 会 宣 言 敦賀市老人クラブ連合会常任理事 大 門　 豊 子

老人クラブの歌斉唱

次回開催地老連挨拶 坂井市シニアクラブ連合会会長 林 田　 恒 正

閉会のことば 福井県老人クラブ連合会副会長 歸 山　 美 智 栄

［ 司 会 進 行 ］ 敦賀市老人クラブ連合会副会長 藤 村　 公 子



令和５年度　老人クラブ育成功労者知事表彰
被表彰者

老人クラブ育成功労者（14 名）
市　町　名 氏　  　名 性  別

福 井 市
重　久　博　子 女

早　田　　　寛 男

敦 賀 市 柴　田　淑　彦 男

大 野 市 起　橋　信　之 男

勝 山 市 斎　藤　甚三郎 男

鯖 江 市 笠　島　三　男 男

あわら市 山　津　正　雄 男

越 前 市 岩　尾　髙　幸 男

坂 井 市 内　田　義　信 男

永平寺町 和　田　昭十四 男

池 田 町 林　　　さだ子 女

南越前町 南　　　良　一 男

越 前 町 橋　谷　博　司 男

おおい町 西　　　美佐子 女

− 4−



令和 5 年度　福井県老人クラブ連合会会長表彰
被表彰者

１．老人クラブ育成指導功労表彰（30 名）
市　町　名 氏　  　名 性別 役　　職　　名

福 井 市

葊　部　重　紀 男 福井市老連　副会長

井　上　美智子 女 福井市老連　副会長

大　野　國　芳 男 笑話会　会長

大　野　啓　子 女 照手第三ふれあいクラブ　会長

前　田　トシ子 女 福井市老連　理事

敦 賀 市

丸　山　かつ枝 女 （前）敦賀市老連　副会長

野　波　一　男 男 敦賀市老連　常任理事

早　瀬　俊　雄 男 敦賀市老連　地区理事

小 浜 市 早　　　誠　紀 男 （元）小浜市老連　会長

大 野 市
南　部　美恵子 女 （前）下庄長寿会　副会長

櫻　井　啓　道 男 （前）上庄長生会第６クラブ　会長

勝 山 市 南　部　照　夫 男 （元）勝山市高連　理事

鯖 江 市
竹　内　正　晴 男 鯖江市老連　理事

中　村　靖　子 女 鯖江市老連　理事

あわら市 小　澤　真　二 男 舟津温泉寿会　会長

越 前 市

岡　田　紀井子 女 越前市いきいきシニア連　スポーツ推進員

生　田　正　一 男 （元）越前市いきいきシニア連　理事

鈴　木　與三市 男 （元）越前市いきいきシニア連　理事

髙　坂　澄　雄 男 越前市いきいきシニア連　副会長
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市　町　名 氏　  　名 性別 役　　職　　名

坂 井 市

吉　江　利　信 男 坂井市シニア連　理事

福　田　富　夫 男 （元）坂井市シニア連　副会長

森　川　加代子 女 錦さわやかクラブ　副会長

永平寺町 松　山　芳　宏 男 （前）永平寺町健康長寿連　理事

池 田 町 内　藤　博　男 男 （前）池田町老連　会長

南越前町 野　﨑　道　男 男 （元）南越前町老連　会長

越 前 町
川　畑　庄　治 男 道口福寿会　会長

高　田　　　稔 男 佐々生福寿会　会長

美 浜 町 玉　井　文　子 女 （元）美浜町老連　副会長

高 浜 町 山　下　孝　之 男 （元）高浜町老連　会長

おおい町 間　島　　　宏 男 （元）おおい町老連　会長
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２．優良老人クラブ表彰（５団体）

櫛川 ことぶき会
市　町　名 敦賀市 地　　　域 松原地区櫛川

代 表 者 名 藤田　憲治 クラブ結成年月日 昭和60.4.1

会員数（加入率） 97名（13％） 例 会 会 場 櫛川会館

活動概要：
　単位クラブを6ブロックに分け、各ブロックに理事（班長）1名を配置して会員の動向や要望、状況等の把握に努めて
おり、また、その情報をクラブで共有することで、会員のニーズに応えた多様な事業を実施している。
　健康活動では、会員相互の親睦と体力づくりを目的に「元気づくり教室」を毎月開催し、毎朝の「ラジオ体操」には、
会員が20名近く参加して健康づくりを図っている。奉仕活動では、活動の拠点となる会館周辺や町内の神社境内等
の清掃、草取りを随時行っている。また、市老連等が開催する各種大会や研修会には、会員全員に周知を行い、会員も
積極的に参加している。
　健康で活力ある地域づくりを目指し、友愛精神を基本に常にクラブの活性化を図っており、会員増強においても、こ
こ2年間毎年10名以上の会員増を果たしている。

下庄長寿会第二中野クラブ
市　町　名 大野市 地　　　域 上中野城北町

代 表 者 名 水口　茂市 クラブ結成年月日 昭和54.4.1

会員数（加入率） 60名（29％） 例 会 会 場 上中野集会所

活動概要：
　文化、健康、奉仕、レクリエーションなど、会員が参加したくなるようなバラエティーに富んだ事業を企画し、活発に
活動している。
　健康活動では、ワナゲに熱心に取り組み、ウォーキングを兼ねて史跡を巡る「探訪ウォーキング講座」を地区老連と
合同で実施するなど、会員同士の交流を深めながら健康増進に努めている。また、介護予防、閉じこもり予防、交流を
目的に、市内の温浴施設において市社協が行っている「お出かけほっとサロン」にも積極的に参加して健康づくりを
図っている。
　奉仕活動においては、地区の清掃、草刈り作業のほか、駅前の花壇設営やホームにプランターを設置するなど地区
団体主催の「花いっぱい運動」に参加し、花壇コンクールでは優秀な成績を収めるなど、地域活動に貢献している。

日の出さわやかクラブ
市　町　名 坂井市 地　　　域 春江町江留上・日の出地区

代 表 者 名 河部　秀範 クラブ結成年月日 昭和34.1.1

会員数（加入率） 64名（56％） 例 会 会 場 日の出ふれあい会館

活動概要：
　地域の集会所を利用して定期的に例会を開き、仲間と一緒に健康体操をしたり、情報交換の場を設けたりすること
で、会員相互の親睦を図っている。
　地区の作品展に合同作品を出品したり、独自で立ち上げた踊りなどの「趣味クラブ」活動を通して地区の発表会に
出場したり、どの会員も活動には意欲的に取り組んでおり、作品づくりでは、毎年様々な講師を招いて新しい創作に挑
戦するなどしている。また、連合会活動にも協力的である。
　会員ひとりひとりがクラブ活動を生きがいの一つとしつつも、他の趣味活動などを幅広く行っている会員も多いた
め、クラブ行事と重なった際は、趣味活動を優先することも受け入れており、昨今のライフスタイルの多様性を許容し
た組織体制になっている。また、若い会員も多く、そこから若年層の後継者育成もされており、長期的に持続可能な組
織運営がされている。
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今庄白寿会
市　町　名 南越前町 地　　　域 今庄地区

代 表 者 名 高谷　皓之 クラブ結成年月日 昭和38.4.1

会員数（加入率） 136名（35％） 例 会 会 場 昭和会館

活動概要：
　当クラブは今庄の中心部に位置しており、ここは北陸道と北国街道が通っている古くからの宿場町で、歴史と文化
の地区である。そのような背景もあり、街の景観や建物の保存等、伝統や文化を継承すべく、関係団体と協力しながら
心豊かな「まちづくり」を目指した活動を実施している。
　特に、重要文化財に指定されている昭和会館、靜心閣等を会員が当番制により交代で管理しており、靜心閣につ
いては、会員が自由に集えるように週2回開放し、会員に歴史や文化に少しでも多く触れる機会を呼びかけるとともに、

「仲間と地域のふれあい」の場所づくりをして、会員相互の親睦と連帯を深めている。
　さらに、公園等での美化活動や清掃活動、ウォーキングやペタンク、グラウンドゴルフ、ワナゲ等の健康活動を定期
的に実施するなど、クラブの活性化と地域の発展のための活動を積極的に展開している。

８支部老人クラブ
市　町　名 越前町 地　　　域 上戸

代 表 者 名 藤井　俊幸 クラブ結成年月日 昭和60.4.1

会員数（加入率） 24名（44％） 例 会 会 場 上戸集落センター

活動概要：
　会員数24名と小単位のクラブであるが、まとまりがよく、様々な活動に積極的に取り組んでいる。健康活動では、会
員の約3分の1がペタンククラブに所属し練習を行っている。また、「私の健康法」についてアンケートを実施し、それに
基づいて会員同士で話し合いをするなど、健康に対する意識も高い。地区老連主催の球技大会や地域での「つるかめ
体操」にも積極的に参加している。
　奉仕活動においては、活動の拠点である集落センター周辺等の清掃活動や、花壇づくり活動に取り組んでおり、花
壇については会員全員が当番制で管理を行っている。
　また、定期的に「クラブだより」を発行しており、行事案内や報告のほか、詐欺被害防止の啓発等、会員に伝えたい
情報や話題なども盛り込み、情報提供に努めている。
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会員増強運動表彰

○10名以上純増クラブ（6団体）    ＜期間 ：令和4年4月1日～令和5年4月1日＞

市　町　名 単　位　ク　ラ　ブ　名 Ｒ4
会員数(名)

Ｒ5
会員数(名)

対前年増
会員数(名)

福 井 市 令和会 37 53 16

敦 賀 市 櫛川 ことぶき会 85 97 12

越 前 市 いきいきシニア第３クラブ 37 48 11

坂 井 市 和老第９クラブ 42 53 11

永 平 寺 町
東古市永寿クラブ 34 57 23

東古市・法寺岡永寿クラブ 40 60 20

− 9−



○5～9名純増クラブ（19団体）  ＜期間：令和4年4月1日～令和5年4月1日＞

市　町　名 単　位　ク　ラ　ブ　名 Ｒ4
会員数(名)

Ｒ5
会員数(名)

対前年増
会員数(名)

福 井 市

まつもとプラチナクラブ 36 43 7

新田塚すこやか会 56 63 7

川合鷲塚紫雲会 57 66 9

敦 賀 市

三島町３丁目 百働会 93 98 5

東郷 風吹会 30 35 5

公文名 公寿会 38 43 5

松島町・２丁目 白鷺会 56 62 6

大 野 市
大野長生会第２４クラブ 33 42 9

富田高砂会第４クラブ 33 38 5

鯖 江 市 みどり町緑寿会 35 40 5

あ わ ら 市 坪江第５老人クラブ 101 106 5

越 前 市 岩本第２長寿会 81 88 7

坂 井 市

二の部第１明老会 40 48 8

石塚さわやかクラブ 53 62 9

おおぜき青空クラブ 50 59 9

清永あおぞらクラブ 74 81 7

永 平 寺 町 東古市・高橋永寿クラブ 34 42 8

お お い 町 長寿会 57 62 5

若 狭 町 岩屋老人クラブ 54 60 6
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地元アトラクション

スコップ三味線グループ すこっぷサウンズ

▲粟野地区ひとり暮らし高齢者のつどいでの演奏（令和５年３月）

出　演

○プロフィール

　スコップ三味線グループ「すこっぷサウンズ」は２０１４年６月、敦賀市粟野地区の住民

で結成しました。メンバーは現在、７０～８０代の男性１２人と女性３人の計１５人。 「スコッ

プ三味線で、みんなを笑顔に！ 敦賀を元気に！」を合言葉に、毎週水曜日、粟野公民館

で練習を積んでいます。２０１５年１２月には、青森県五所川原市で開かれた「第９回津

軽スコップ三味線世界大会」に初出場し、団体の部で３位に入賞。これまでに独自主催

のコンサートを６回開催したほか、地域イベントの出演や福祉施設慰問などで３００回を超

えるボランティア公演をしています。

○演奏曲目
・よさこいイッチョライ　・人生いろいろ

・千恵っ子よされ（会場の皆さんも一緒にスコップ三味線体験）

・河 内おとこ節（会場の皆さんも一緒にスコップ三味線体験）

・ダイヤモンドヘッド　・じょんから女節スペシャルバージョン
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大 　会 　宣 　言 

　近年、高齢者が増え続ける中で、要介護者の増加や高齢者の孤立、消費者被害などの

問題に直面しております。

　このため、私たち老人クラブは、誰もが住み慣れた地域でお互いに支え合いながら 

生きがいを持って、安心して暮らすことができる「地域共生社会」の実現を目指して、 

仲間づくりの輪を広げながら、健康づくりや介護予防活動や高齢者の相互の支え合い 

活動、見守り活動などに取り組んできました。

　令和２年から続いた「新型コロナウィルス」との戦いは、本年５月に感染症法上の取り

扱いが第２類から季節性インフルエンザと同じ第５類となり、大きな転換点を迎えるととも

に、私たちのクラブ活動にも大きな制約を課したコロナ禍は、新しいステージ「ウィズコロナ」

の時代へと移行しました。

　「ウィズコロナ」の時代となった今だからこそ、コロナ禍で培った経験や知識をもとに、

「新しい生活様式」を取り入れつつ創意工夫を加えながら、フレイル予防や幅広い生活

支援など、これまで停滞していた活動を再始動し、多様化するとともに加速していくこと

が地域からも求められています。

　私たち老人クラブ会員はこうした期待に応えるため、『世界とふれあう港町　魅力あふれる

交流都市』、ここ敦賀の地に集い、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」のメイン 

テーマのもと、次の事項の実践を誓い、ここに宣言します。

一、 老人クラブ活動の基盤となる会員増強に努め、活動の活性化を推進します

一、 地域の友愛活動に積極的に参加し、高齢者の暮らしを支えます

一、 健康づくりや介護・フレイル予防活動を充実し、健康寿命を延ばします

一、 高齢者を取り巻く交通事故や消費者被害の防止に向けた啓発活動を推進します

一、 高齢者の尊厳と命が守られる「地域共生社会」の実現を目指します

　令和５年１０月１２日
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老人クラブの歌
全国老人クラブ連合会
全国社会福祉協議会 推薦

1.  同じ仲間だ　輪をつくれ
　  老人クラブは　みんなの広場
 　 長い人生　たたかいぬいて
　  顔がほほえむ　日焼けの顔が
　  みんな元気で　さあ　生きぬこう

2.  同じ仲間だ　輪をつくれ
 　 老人クラブは　みんなの広場
 　 一人くよくよ　するのは　やめて
 　 話し合ったり　はげまし合って
 　 ともに明るく　さあ　生きぬこう

3.  同じ仲間だ　輪をつくれ
 　 老人クラブは　みんなの広場
 　 若いものとも　親しみあって
 　 心豊かに　希望をのせて
　 今日もあしたも　さあ　生きぬこう
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【メインテーマ】

のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを

＜健康寿命＞

○�健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指します。

○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。

＜地域づくり＞

○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。

○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。
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